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(57)【要約】
【課題】コークスを燃料とする廃棄物ガス化溶融炉での
コークスの使用量を低減するために酸素富化空気を除湿
して炉内へ供給する廃棄物ガス化溶融処理装置を安価に
提供する。
【解決手段】除湿装置は、吸着剤を収容する吸着塔Ａ，
Ｂと、空気を吸着塔Ａに送る除湿手段４０と、加熱ガス
を吸着塔Ｂに供給する再生手段５０とを有し、再生手段
５０は、吸着塔Ａからの乾燥空気の一部を熱媒との熱交
換により加熱し加熱ガスを調製する第一熱交換器６１と
、ガス化溶融炉１０からの排ガスとの熱交換により熱媒
を加熱する第二熱交換器６２と、熱媒を循環させる熱媒
循環路６３とを有している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コークス床を有する炉体内で廃棄物を熱分解し残渣を溶融する廃棄物ガス化溶融炉を有
する廃棄物ガス化溶融処理装置において、
　外気から取り入れた空気を除湿して乾燥空気を調製する除湿装置と、
　該乾燥空気に酸素を混合した酸素富化空気をコークス床へ供給する酸素富化空気供給機
構とを備え、
　上記除湿装置は、空気中の水分を吸着して除湿する吸着剤を収容する吸着塔と、外気か
ら取り入れた空気を上記吸着塔に送る除湿手段と、水分を吸着した上記吸着剤から水分を
脱着して吸着剤の再生を行うために加熱再生用ガスを上記吸着塔に供給する再生手段とを
有しており、
　該再生手段は、除湿運転中の吸着塔から抜き出される乾燥空気の一部を熱媒との熱交換
により加熱し上記加熱再生用ガスを調製する第一熱交換器と、廃棄物ガス化溶融炉から排
出される排ガスとの熱交換により上記熱媒を加熱する第二熱交換器と、上記第一熱交換器
と上記第二熱交換器との間に上記熱媒を循環させる熱媒循環路とを有していることを特徴
とする廃棄物ガス化溶融処理装置。
【請求項２】
　吸着塔は少なくとも二つ設けられていて、一つの吸着塔において除湿を行うとともに、
他の吸着塔において吸着剤の再生を行うように、除湿手段と再生手段とが構成されている
こととする請求項１に記載の廃棄物ガス化溶融処理装置。
【請求項３】
　吸着塔に収納される吸着剤は、吸着塔内に装入及び取り外し可能なカートリッジとして
形成され、該カートリッジは、上記吸着剤により形成された平板状の充填層が、複数平行
となるように配置されていると共に、各充填層の一方の側面側に供給された空気又は加熱
再生用ガスが、上記充填層を通過して他方の側面側に抜けるようなガス流を形成するよう
に構成されていることとする請求項１又は請求項２に記載の廃棄物ガス化溶融処理装置。
【請求項４】
　吸着塔に収納される吸着剤は、吸着塔内に装入及び取り外し可能なカートリッジとして
形成され、該カートリッジは、上記吸着剤により形成された平板状の充填層が、複数平行
となるように配置されていると共に、各充填層の一方の側面側に供給された空気又は加熱
再生用ガスが、上記充填層を通過して他方の側面側に抜けるようなガス流を形成するよう
に構成されており、
　吸着塔は少なくとも二つのカートリッジを備え、一つのカートリッジにおいて除湿を行
うとともに、他のカートリッジにおいて吸着剤の再生を行うように、除湿手段と再生手段
とが構成されていることを特徴とする請求項１に廃棄物ガス化溶融処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コークス床を有する炉体内で廃棄物を熱分解し残渣を溶融する廃棄物ガス化
溶融炉を有する廃棄物ガス化溶融処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　都市ごみやシュレッダーダストなどの廃棄物を処理する技術として、廃棄物を熱分解、
ガス化して可燃性ガスを発生させ、熱分解残渣を溶融しスラグにして排出するガス化溶融
処理が知られている。
【０００３】
　この処理方法は、廃棄物を熱分解してガス化することによりその燃焼熱を回収すること
ができるとともに、残渣を溶融してスラグとして排出した後に、埋立処分などで最終処分
されるべき量を減容することができる利点を有している。このような処理を行なう溶融炉
には幾つかの方式があるが、その一つとして、コークス床を有するシャフト式廃棄物ガス
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化溶融炉がある。
【０００４】
　このシャフト式廃棄物ガス化溶融炉は、例えば、炉底部に堆積させた燃料としてのコー
クスを燃焼させ、この高温のコークス上へ廃棄物を投入して、熱分解及び部分酸化させて
ガス化するとともに残渣を溶融してスラグにする処理を行う方式の炉である（特許文献１
参照）。
【０００５】
　特許文献１のシャフト式廃棄物ガス化溶融炉においては、竪型筒状をなす炉体の機能が
大別して縦（上下）方向で３つの領域に区分される。すなわち、炉底部にコークスを堆積
させたコークス床を有する高温燃焼帯が形成され、この高温燃焼帯の上に廃棄物層が形成
され、炉体の上部にて該廃棄物層の上方に大きな空間のフリーボード部をなしている。
【０００６】
　かかる溶融炉では、上記３つの領域のそれぞれで酸素含有ガスの炉内への吹込みが行わ
れる。高温燃焼帯には主羽口が設けられていて、投入されて堆積されたコークス床のコー
クスを燃焼させて、廃棄物の熱分解残渣を溶融する溶融熱源を得るために酸素富化空気が
吹き込まれる。また、廃棄物層には副羽口が設けられ、投入されて堆積された廃棄物を緩
やかに流動させるとともに、廃棄物を熱分解及び部分酸化させるために空気が吹き込まれ
る。また、フリーボード部には三段目羽口が設けられ、廃棄物が熱分解されて生成した熱
分解ガス（可燃性ガス）の一部を部分燃焼させて内部を所定温度に維持するために空気が
吹き込まれる。
【０００７】
　このようにシャフト式廃棄物ガス化溶融炉は、一つの炉で、廃棄物をその炉内での降下
に伴い熱分解ガス化処理と溶融処理の両方を行うことのできる設備である。投入された廃
棄物は熱分解され、ガスと残渣が生成される。主羽口からの酸素富化空気の送風によりコ
ークス床のコークスが燃焼され高温燃焼帯が形成され、廃棄物の熱分解残渣が溶融されス
ラグとメタルとして排出される。高温燃焼帯のコークス燃焼により発生した高温ガスが高
温燃焼帯の上に形成された廃棄物層の廃棄物を加熱し、副羽口からの空気の送風により廃
棄物は熱分解され、この熱分解により発生した可燃性ガスを含むガスは廃棄物層内を上昇
し、フリーボード部を経て、炉内上部に設けられた排出煙道より、炉外の二次燃焼室へ排
出される。ガスは可燃ガスを多量に含んでいて二次燃焼室で燃焼され、ボイラで熱回収さ
れ蒸気を発生させその蒸気が発電等に用いられる。ボイラから排出されガスは、サイクロ
ンで比較的粗いダストが除去され、さらに、減温装置で冷却され、酸性ガス中和剤との反
応により酸性ガスが除去され、集塵機で除塵処理されるなど排ガス処理された後、煙突か
ら大気に放散される。
【０００８】
　かかる廃棄物ガス化溶融炉では、炉底部にコークスを堆積させたコークス床が形成され
、コークスが燃焼して熱分解残渣の溶融熱源となっているが、近年、化石燃料に由来する
コークスの使用量を低減して二酸化炭素排出量を削減するとともに、廃棄物溶融炉の運転
費を低減することが要望されている。
【０００９】
　しかし、特許文献１のシャフト式廃棄物ガス化溶融炉では、主羽口から炉内のコークス
床に吹き込まれる酸素富化空気は、通常、外気から取り込んだ空気に酸素を混合すること
により調製される。上記空気には水分が含まれているため、水分を含む酸素富化空気をコ
ークス床へ吹き込むとコークスと水分との反応が生じ、コークスはその反応にも消費され
るので、ガス化溶融炉へ供給するコークス量は、燃料として用いる分と上述の反応分とが
必要となっており、コークス使用量が嵩んでいる。
【００１０】
　空気中に含まれる水分とコークスとの反応を低減させることに関して、特許文献２では
、コークスを燃料として用いるキューポラ等の燃焼炉へ供給される空気を、二段に設けら
れた除湿装置によって予め除湿することが開示されている。この特許文献２では、一段目
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の除湿装置は、冷凍機で冷却された冷媒との熱交換により空気を冷却して除湿する冷凍除
湿機として構成されており、二段目の除湿装置は、吸着剤が充填され該吸着剤で空気中の
水分を吸着して除湿する乾式除湿ロータとして構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開平０９－０６０８３０
【特許文献２】特開２００４－１１６７８９
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかし、特許文献２では、一段目の除湿装置として冷凍除湿機を用いているので、冷媒
を冷却するための冷凍機等、上記冷凍除湿機以外の設備をも設ける必要があり、その分、
設備費用が嵩む。
【００１３】
　そこで、本発明は、コークスを燃料とする廃棄物ガス化溶融炉でのコークスの使用量を
低減するために酸素富化空気を除湿して炉内へ供給する廃棄物ガス化溶融処理装置を安価
に提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明に係る廃棄物ガス化溶融処理装置は、コークス床を有する炉体内で廃棄物を熱分
解し残渣を溶融する廃棄物ガス化溶融炉を有する。
【００１５】
　かかる廃棄物ガス化溶融処理装置において、本発明では、外気から取り入れた空気を除
湿して乾燥空気を調製する除湿装置と、該乾燥空気に酸素を混合した酸素富化空気をコー
クス床へ供給する酸素富化空気供給機構とを備え、上記除湿装置は、空気中の水分を吸着
して除湿する吸着剤を収容する吸着塔と、外気から取り入れた空気を上記吸着塔に送る除
湿手段と、水分を吸着した上記吸着剤から水分を脱着して吸着剤の再生を行うために加熱
再生用ガスを上記吸着塔に供給する再生手段とを有しており、該再生手段は、除湿運転中
の吸着塔から抜き出される乾燥空気の一部を熱媒との熱交換により加熱し上記加熱再生用
ガスを調製する第一熱交換器と、廃棄物ガス化溶融炉から排出される排ガスとの熱交換に
より上記熱媒を加熱する第二熱交換器と、上記第一熱交換器と上記第二熱交換器との間に
上記熱媒を循環させる熱媒循環路とを有していることを特徴としている。
【００１６】
　本発明では、酸素富化空気は、吸着塔の吸着剤により除湿された乾燥空気に酸素を混合
されて炉内のコークス床へ供給されるので、コークスと水分との反応は生じず、この反応
によってコークスが消費されることがなく、コークスの使用量を低減できる。
【００１７】
　また、本発明では、廃棄物ガス化溶融炉から排出される排ガスから第二熱交換器によっ
て回収した熱を、第一熱交換器で再生用ガスを加熱するための熱源として利用するので、
再生用ガスの加熱のためのエネルギー源を別途用意する必要がなくなり、省エネルギー化
を図ることができる。また、本発明において、「排ガスとの熱交換」とは、排ガスと熱媒
との直接的な熱交換に限られず、間接的な熱交換をも含むものとする。「間接的な熱交換
」とは、例えば、排ガスの熱をボイラで回収して蒸気を発生させて、その蒸気と熱媒とを
熱交換することにより実現される。
【００１８】
　本発明において、吸着塔は少なくとも二つ設けられていて、一つの吸着塔において除湿
を行うとともに、他の吸着塔において吸着剤の再生を行うように、除湿手段と再生手段と
が構成されているようにすることができる。こうすることで、一方の吸着塔と他方の吸着
塔で、除湿と再生を交互に行うことができ、その結果、除湿と再生を中断させることなく
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連続して実行できる。
【００１９】
　本発明において、吸着塔に収納される吸着剤は、吸着塔内に装入及び取り外し可能なカ
ートリッジとして形成され、該カートリッジは、上記吸着剤により形成された平板状の充
填層が、複数平行となるように配置されていると共に、各充填層の一方の側面側に供給さ
れた空気又は加熱再生用ガスが、上記充填層を通過して他方の側面側に抜けるようなガス
流を形成するように構成されているようにすることができる。こうすることで、各充填層
における単位体積当たりの吸着剤比表面積が高くなり、除湿効率を向上させることができ
るので、従来のように冷凍除湿機ひいては冷凍機等を設ける必要がなくなり、設備費用を
低減できる。
【００２０】
　本発明において、吸着塔は少なくとも二つのカートリッジを備え、一つのカートリッジ
において除湿を行うとともに、他のカートリッジにおいて吸着剤の再生を行うように、除
湿手段と再生手段とが構成されているようにすることができる。こうすることで、吸着塔
が一つでも、二つのカートリッジの運転の切り換えにより、吸着塔全体としては、除湿と
再生を中断なく連続して実行できる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、以上のように、酸素富化空気中の水分とコークスとの反応が生じない
ので、コークスの使用量を低減できる。また、廃棄物ガス化溶融炉から排出される排ガス
から回収した熱を、再生用ガスを加熱するための熱源と利用するので、再生用ガスの加熱
のためのエネルギー源を別途用意する必要がなくなり、省エネルギー化を図ることができ
る。さらに、既述の構成のカートリッジによって高い除湿効率で空気の除湿が行われるの
で、従来のように冷凍除湿機ひいては冷凍機等を設ける必要がなくなり、設備費用を低減
できる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明に係る廃棄物ガス化溶融処理装置を示す概略構成図である。
【図２】本発明に係るカートリッジの構成の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、添付図面にもとづき、本発明の実施形態を説明する。
【００２４】
　本発明に係る廃棄物ガス化溶融処理装置を示す概略構成図である。図１に示されるよう
に、本実施形態の廃棄物ガス化溶融処理装置は、コークス床を有する炉体内で廃棄物を熱
分解し残渣を溶融する廃棄物ガス化溶融炉１０（以下、「ガス化溶融炉１０」という）と
、外気から取り入れた空気を除湿して乾燥空気を調製する除湿装置２０と、乾燥空気に酸
素を混合した酸素富化空気をコークス床へ供給する酸素富化空気供給機構３０とを備えて
いる。
【００２５】
　ガス化溶融炉１０は、既述した従来の廃棄物ガス化溶融炉と同様の構成であるので、こ
こでは説明を省略する。また、酸素富化空気供給機構３０は、炉内のコークス床へ酸素富
化空気を吹き込むための主羽口（図示せず）に接続された送気管として形成されている。
該送気管には、該送気管内に酸素を送入するための分枝口が形成されており、該送気管内
を流れる乾燥空気に上記分枝口から酸素が送入されて該乾燥空気に混合することにより酸
素富化空気が形成される。そして、該酸素富化空気が上記主羽口から上記コークス床へ吹
き込まれるようになっている。
【００２６】
　除湿装置２０は、外気から取り入れた空気中の水分の吸着除湿を行い、水分を吸着した
吸着剤の再生を行う装置である。該除湿装置２０は、空気中の水分を吸着させるための吸
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着剤を収納する同一構成の二つの吸着塔Ａ，Ｂと、空気中の水分を吸着させ除湿を行うた
めにこの吸着塔Ａ，Ｂに空気を送る除湿手段４０と、水分を吸着した吸着剤から水分を脱
着して吸着剤の再生を行うために吸着塔Ａ，Ｂに加熱再生用ガス（以下、「加熱ガス」と
いう）を供給する再生手段５０とを有する。本実施形態では、吸着剤を充填した平板状の
充填層を平行に複数配置して構成されたカートリッジが、吸着塔Ａ，Ｂ内に装着及び取り
外しが可能、つまり着脱可能に収納されている。このカートリッジについては、後に詳述
する。また、本実施形態では、除湿に用いる吸着剤として、一般的な除湿剤であるシリカ
ゲルやゼオライト等が使用される。
【００２７】
　本実施形態では、上記除湿手段４０と再生手段５０は、一方が吸着塔Ａに接続されてい
るときは他方が吸着塔Ｂに接続され、そして、その逆の接続も交互になされるように、接
続切り換え可能となっている。図１は、除湿手段４０が吸着塔Ａに、そして再生手段５０
が吸着塔Ｂに接続されている状態を示している。
【００２８】
　上記除湿手段４０は、図１の状態において、外気から空気を吸着塔Ａ内に導入するため
の導入配管４１と、この導入配管４１の途中に設けられ、空気を吸着塔Ａ内に所定の圧力
で導入するためのファン４２とにより構成されている。上記空気は、上記ファン４２によ
り所定の圧力に加圧されて、吸着塔Ａへ供給される。吸着塔Ａ内に供給された空気は、収
納される吸着剤の間を通過する際に、その中に含有される水分が吸着剤に吸着され、除湿
された乾燥ガスとして吸着塔Ａから抜き出される。該乾燥ガスは、酸素富化空気供給機構
３０で酸素が混合されて酸素富化空気となり、ガス化溶融炉１０の主羽口からコークス床
へ吹き込まれる。このように、本実施形態では、上記酸素富化空気は吸着剤により除湿さ
れた乾燥空気に酸素が混合され調製されてから炉内のコークス床へ供給されるので、コー
クスと水分との反応は生じず、この反応によってコークスが消費されることがなく、コー
クスの使用量を低減できる。また、吸着塔Ａからの上記乾燥ガスの一部は、吸着塔Ｂの吸
着剤の再生を行うための再生用ガスとして抜き出される。
【００２９】
　一方、上記再生手段５０は、図１の状態において、吸着剤に吸着された水分を脱着する
ために該吸着剤を加熱する加熱ガスを吸着塔Ｂに供給する導入配管５１と、吸着塔Ａから
抜き出された乾燥空気の一部である再生用ガスを加熱して上記加熱ガスを調製するための
加熱装置６０と、吸着塔Ｂから含水ガスを排出する排出配管５２と、該排出配管５２の途
中に設けられ上記吸着塔Ｂからの上記含水ガスを誘引するファン５３と、ガス化溶融炉１
０からの排ガスを大気中へ排出するための排出配管５４とを有している。
【００３０】
　加熱装置６０は、上記導入配管５１の途中に設けられた第一熱交換器６１と、上記排出
配管５４の途中に設けられた第二熱交換器６２と、第一熱交換器６１および第二熱交換器
６２に接続され両者間に熱媒を循環させる熱媒循環路６３と、該熱媒循環路６３の途中に
設けられ熱媒を圧送するポンプ６４と、該ポンプ６４を制御する制御装置６５とを有して
いる。第一熱交換器６１は、吸着塔Ａから抜き出された再生用ガスを上記熱媒との熱交換
により加熱して加熱ガスを調製する。第二熱交換器６２は、ガス化溶融炉１０から排出さ
れた高温の排ガスとの熱交換により熱媒循環路６３内を流れる熱媒を加熱する。該第二熱
交換器６２で加熱された熱媒は、ポンプ６４によって第一熱交換器６１へ向けて圧送され
、該第一熱交換器６１にて導入配管５１内を流れる再生用ガスとの熱交換により該再生用
ガスを加熱して加熱ガスとする。制御装置６５は、第一熱交換器６１で計測された加熱ガ
スの温度に基づいて、ポンプ６４の動作を制御して熱媒の流量を調製する。該熱媒の流量
が調整されることにより、第一熱交換器６１での形成される加熱ガスの温度を調整するこ
とができる。
【００３１】
　このように、本実施形態では、ガス化溶融炉１０から排出される排ガスから第二熱交換
器６２によって回収した熱を、第一熱交換器６１で再生用ガスを加熱するための熱源とし
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て利用するので、再生用ガスの加熱のためのエネルギー源を別途用意する必要がなくなり
、省エネルギー化を図ることができる。また、本実施形態では、第二熱交換器６２にて排
ガスと熱媒とを直接的に熱交換することとしたが、熱交換の形態はこれに限られず、間接
的に熱交換することも可能である。例えば、排ガスの熱をボイラで回収して蒸気を発生さ
せて、その蒸気と熱媒とを熱交換することとしてもよい。
【００３２】
　本実施形態では、図１に示すように、一方の吸着塔Ａで空気中の水分の吸着、除湿を行
っている間に、他方の吸着塔Ｂにおいて、吸着剤に吸着させた水分の脱着、再生を行う。
逆に、吸着塔Ｂで空気中の水分の吸着、除湿を行っている間は、吸着塔Ａにおいて、吸着
剤に吸着させた水分の脱着、再生を行う。このように、吸着除湿と脱着再生をそれぞれの
吸着塔Ａ，Ｂで交互に行うことで、空気の吸着除湿処理を連続して行うことができる。
【００３３】
　図１の例では、上述したように、二つの吸着塔Ａ，Ｂに対して、除湿手段４０そして再
生手段５０を交互に切り換え可能に接続されているが、吸着塔Ａ，Ｂのそれぞれに対して
、除湿手段４０と再生手段５０の両方を専用に備えるようにして、それぞれの吸着塔Ａ，
Ｂにおいて、専用の除湿手段４０と再生手段５０とを切り換えて使用するようにしてもよ
い。
【００３４】
　このようにして、吸着塔Ａ，Ｂと、除湿手段４０そして再生手段５０とにより、空気の
吸着除湿と吸着剤の脱着再生は、連続的になされる。その際、空気の吸着除湿を行ってい
る吸着塔Ａと、吸着剤の脱着再生を行っている吸着塔Ｂの作動について、以下、さらに詳
述する。
【００３５】
　＜吸着塔Ａ＞
　除湿処理前に水分を含んでいる空気をフィルタ（図示せず）により除塵し、ファン４２
により吸着塔Ａに供給する。水分は吸着剤に吸着され空気が除湿されて乾燥ガスとなる。
この乾燥ガスは、既述したように、酸素富化空気供給機構３０で酸素が混合されて酸素富
化空気となり、ガス化溶融炉１０の主羽口からコークス床へ吹き込まれる。また、吸着塔
Ａからの上記乾燥ガスの一部は、吸着塔Ｂの吸着剤の再生を行うための再生用ガスとして
抜き出される。
【００３６】
　＜吸着塔Ｂ＞
　水分を吸着した吸着剤に、導入配管５１を経て加熱ガスを供給し、吸着剤を加熱して水
分を脱着し、吸着剤を再生する。本実施形態では、図１に見られるように、吸着塔Ａから
の乾燥空気を再生用ガスとして抜き出し、該再生用ガスを第一熱交換器６１で熱媒との熱
交換により、吸着剤の水分脱着に適した温度に加熱して加熱ガスとする。吸着塔Ｂから排
出配管５２を経て抜き出された含水ガス（排ガス）は、ファン５３により誘引されて大気
へ放出される。
【００３７】
　吸着塔Ｂ内で脱着再生された吸着剤は、加熱されたままで、また冷却されていない状態
であるので、吸着除湿に適した温度にまで冷却される。この冷却は、自然放冷でも乾燥ガ
スとの接触による冷却でも、あるいは吸着剤充填層内に設けた冷却管や水冷ジャケットに
よる冷却でもよい。脱着再生された吸着剤は、適温にまで温度が低下した後、吸着除湿運
転に供される。
【００３８】
　次に、本実施形態で採用されるカートリッジ式吸着剤充填層構造について説明する。
【００３９】
　＜カートリッジ式吸着剤充填層構造＞
　本発明のカートリッジ式吸着剤充填層構造を側流式複層構造ということもある。
【００４０】
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　図２に、本実施形態のカートリッジ７０の構成の一例を示す。図２に示すように、該カ
ートリッジ７０は、例えば、空気に対して耐腐食性を有する剛体で構成される筐体７１の
内部に、既述の吸着剤により形成された平板状の充填層７２を、それぞれが平行となるよ
うに、さらには、好ましくはそれぞれが面対称となるように複数配置することにより構成
される。そして、この筐体７１を吸着塔Ａ，Ｂ内部に、装入及び取り外し可能、つまり着
脱可能に構成することで、カートリッジとしての吸着剤が構成できる。ここでは、吸着剤
をカートリッジ構造として、吸着塔内に着脱可能とすることで、吸着剤の交換や装置内の
点検等のメンテナンスを容易に行なうことが可能となる。
【００４１】
　ここで、上記充填層７２の構成の一例について説明する。ここで、空気の除湿時にて空
気を充填層７２に供給する場合について説明するが、吸着剤の再生時にて加熱ガスを充填
層７２に供給する場合も同様である。充填層７２は、その外枠となる収納ケースに、吸着
剤を充填することで構成できる。なお、該収納ケースには、その中に充填される吸着剤の
交換を容易とするための開閉可能な蓋部が設けられており、吸着剤は、収納ケース内にお
いて、該蓋部との隙間がなく圧密充填される。収納ケース内に吸着剤を圧密充填する方法
としては、例えば、バイブレータで振動を与えながら充填する、充填時に棒などで上から
押さえつけるなどの方法が挙げられる。また、吸着剤と蓋部との間にも隙間が生じない様
に、グラスウールなどの緩衝材を用いて圧着させてもよい。これにより、この充填層７２
を通過する空気のショートパス（吸着剤を透過しない吹き抜け）を防止でき、吸着剤と空
気との接触効率を高くすることが可能となる。さらに、空気の充填層７２を通過する流速
を速くした場合においても、吸着剤の流動を防止できる。
【００４２】
　上記収納ケースの形状は、充填層７２内を空気が均一に通過できること、さらに、ケー
スの製作が比較的容易であることなどを考慮すると、平板状が一般的であるが、この収納
ケースが、実質的に平行な表裏１組の面を、一方をガス流入側面、他方をガス流出側面と
して有していれば平板状に限られるものではない。
【００４３】
　また、上記収納ケースの材質は耐久性、耐熱性の観点から鋼鉄製、ステンレス製などの
金属製とすることが好ましく、また、ガス流入側面及びガス流出側面は、これらの金属か
らなる金網、パンチングメタル（打抜金網）などの通気性を有する素材から形成すること
が好ましい。上記ガス流入側面及びガス流出側面は通常は平面であり、また、互いに実質
的に平行であることが好ましい。なお、これらガス流入側面及びガス流出側面は通常は共
に四角形で、かつ、面対称とすることが好ましい。
【００４４】
　また、吸着剤としては、既述したように、シリカゲルやゼオライト等の無機吸着剤を用
いることができ、吸着、脱着性能に優れた吸着剤が好ましい。使用する吸着剤の粒径は、
小さいほど吸着／脱着速度が上がり有利である。しかし、粒径が小さすぎる場合は、充填
層７２での圧力損失が大きくなってしまう。また、上記収納ケースにおけるガス流入側面
及びガス流出側面として必要な強度を確保しながら、より粒径の小さい吸着剤の保持が可
能な、充分に小さい孔を有するガス透過面の作製が困難ないし実用的でなくなる。そのた
め、吸着剤の粒径は０．５～２．４ｍｍ程度のものが好ましい。
【００４５】
　次に、図２により、カートリッジ７０内でのガス流れの挙動を説明する。空気は、図２
に示すように、上記カートリッジ７０のガス流入側に設けられた流入口７３から、上記カ
ートリッジ７０の内部に配置された充填層７２の一方の側面側であるガス流入側面側にの
み供給される。そして、上記充填層７２のガス流入側面側に供給された空気は、充填層７
２を通過して他方の側面側であるガス流出側面側に抜けて、上記カートリッジ７０のガス
流出側に設けられた流出口７４から排出される。このように、カートリッジ７０内に供給
された空気は、いわゆる側流式のガス流れを形成するように、吸着剤の充填された充填層
７２を通過するように構成される。
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【００４６】
　上記カートリッジ７０の内部には、複数の充填層７２が平行となるように、好ましくは
それぞれが面対称となるように配置されているが、充填層７２を挟んで一方の側面がガス
流入側面、他方の側面がガス流出側面となるように配置される。ここで、充填層７２のガ
ス流出側面側のガス流入側（図では上方）には、空気が直接供給されないように、ガスの
進入を遮断するための遮断板７５が設けられている。また、充填層７２のガス流入側面側
のガス流出側（図では下方）には、充填層７２を通過しないガスがそのままカートリッジ
７０の外に排出されないように遮断板が設けられている。これにより、充填層７２のガス
流入側面側に供給された空気は、必ず充填層７２を通過して、ガス流出側面側から排出さ
れるという側流式のガス流れが形成される。
【００４７】
　カートリッジ７０内において、充填層７２を、複数が平行となるように、好ましくはそ
れぞれが面対称となるように配置し、さらに、空気の流れを側流式のガス流れとすること
で、カートリッジ７０内における空気の流れが均一化され、空気が接触する充填層７２の
有効面積を大きくとることが可能となる。これにより、吸着剤と空気との接触効率が高ま
り、高い吸着性能が発揮され、同じ吸着性能の装置であれば吸着塔Ａ，Ｂの設置面積を小
さくすることが可能となり、設備費及びランニングコストを低減でき経済的である。さら
に、空気が接触する充填層７２の有効面積を大きくとることができるため、充填層７２を
通過する空気の流速が遅くなり、充填層７２での圧力損失が小さく、ファン又はブロワー
が小型化でき経済的である。
【００４８】
　カートリッジ７０内に供給された空気は、充填層７２を通過する際に、その中に含有さ
れる水分が吸着剤に吸着される。これにより、充填層７２を通過し、水分が吸着剤に吸着
され除湿された乾燥ガスがカートリッジ７０から排出される。
【００４９】
　ここで、上記充填層７２の層厚は、１０ｍｍ以上、１００ｍｍ以下とすることが好まし
く、さらに好ましくは３０ｍｍ以上、５０ｍｍ以下である。
【００５０】
　本発明においては、上述の構成とすることで、カートリッジ７０内における空気の流れ
が均一化され、空気が接触する充填層７２の有効面積を大きくとることが可能となる。そ
のため、充填層７２の層厚を、好ましくは１０ｍｍ以上、１００ｍｍ以下、さらに好まし
くは３０ｍｍ以上、５０ｍｍ以下と薄くした場合においても、空気中から水分を除湿する
ために必要な吸着剤との最低限の接触時間を確保できる。また、充填層７２の層厚を薄く
できるため、充填層７２を通過する際の圧力損失を低く抑えることが可能となる。これに
より、低圧損と吸着及び脱着性能を共に両立でき、非常に効率的である。
【００５１】
　また、充填層７２は、層厚が１００ｍｍ以下と薄いため、空気中の水分が吸着剤に吸着
する時に発生する吸着熱の放熱が容易であり、吸着剤の温度上昇による吸着性能の低下が
防止できる。さらに、加熱ガスを供給し吸着剤を加熱して脱着再生を行う場合は、吸着剤
における熱の出入りを早くでき、温度変化が迅速に行われるため、効率的に再生運転する
ことができる。
【００５２】
　ここで、上記充填層７２の設置数は、空気の流量や水分の含有率等により適宜設定し得
るものである。
【００５３】
　また、本発明においては、吸着塔内において、上記カートリッジ７０を２基以上分割し
て吸着塔内に並列または直列に設置してもよい。この場合、それぞれのカートリッジ７０
を、独立に吸着塔Ａ，Ｂ内に装入及び取り外し可能、つまり着脱可能に構成することが好
ましい。
【００５４】
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　吸着塔内にカートリッジを並列に設置する場合は、吸着塔の圧力損失を低く維持するこ
とが可能となる。また、カートリッジを直列に設置する場合には、その分圧力損失は上昇
するものの、本発明においては、上述のカートリッジ構造とすることで、そもそもカート
リッジ一基あたりの圧力損失が低いため、問題にならない程度に維持できる。
【００５５】
　さらに、吸着剤の性能が劣化した場合や、フィルタ等の除塵設備の不具合等により空気
中に含まれるダストが増加し、それが吸着剤に堆積した場合等においても、上流側のカー
トリッジから交換することで、全ての吸着剤を交換する必要が無くなり、非常に効率的で
ある。また、カートリッジ構造とすることで交換も容易である。なお、カートリッジの配
置を並列、直列いずれに配置するか、あるいはどのようにこれらを組み合わせて配置する
かは、装置の使用条件等に応じて適宜設定し得るものである。
【００５６】
　このように、吸着剤充填層を側流式複層構造とすることにより、吸着剤充填層の体積当
たりの吸着剤比表面積を大きくすることができ、吸着除湿効率、脱着再生効率を高くする
ことができる。したがって、従来のように冷凍除湿機ひいては冷凍機等を設ける必要がな
くなり、設備費用を低減できる。
【００５７】
　また、吸着剤層を薄く、多層にしているので、吸着除湿時に発生する吸着熱を効果的に
放熱でき、吸着除湿性能の低下を抑制できる。
【００５８】
　さらに、吸着除湿時に吸着塔の抜熱を行うことを省略または小さくすることができるの
で、装置をコンパクトにできる。
【００５９】
　さらに、脱着再生時に吸着剤に供給する加熱ガス量を従来技術に比べて低減できるので
装置をコンパクトにでき、加熱装置６０の運転費を低減できる。
【００６０】
　本実施形態では、吸着塔を吸着塔として二基設置する場合を示していたが、これに代え
て、吸着塔を三基以上設置してもかまわない。この場合、それぞれの吸着塔を、吸着除湿
、脱着再生、冷却の各工程に振り分けて運転することができる。
【００６１】
　また、本実施形態では、二基の吸着塔のうち、一方の吸着塔に設けられたカートリッジ
で除湿を行い、他方の吸着塔に設けられたカートリッジで再生を行うこととしたが、これ
に代えて、一基の吸着塔で除湿および再生が同時に行われることとしてもよい。例えば、
吸着塔に少なくとも二つのカートリッジを設けて、一つのカートリッジにおいて除湿を行
うとともに、他のカートリッジにおいて吸着剤の再生を行うように、除湿手段と再生手段
とが構成されていてもよい。こうすることで、吸着塔が一つでも、二つのカートリッジの
運転の切り換えにより、吸着塔全体としては、除湿と再生を中断なく連続して実行できる
。
【符号の説明】
【００６２】
　１０　（廃棄物）ガス化溶融炉
　２０　除湿装置
　３０　酸素富化空気供給機構
　４０　除湿手段
　５０　再生手段
　６０　加熱装置
　７０　カートリッジ
　７２　充填層
　６１　第一熱交換器
　６２　第二熱交換器
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　６３　熱媒循環路

【図１】 【図２】
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